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BIMBIMとはとは
BIM (Building Information Modeling)とは、3次元建物情報モデルを
3次元CADで作成し、建物の設計・施工・維持管理フェーズにおいて
利活用してゆく、新しいデジタル設計データ活用手法。

2009年が日本のBIM元年といわれている。

3次元建物情報モデル

■正確な平面図・立面図・数量
を3次元モデルデータから自動的
に作成

■建物維持管理フェーズにおいて
もFM、中長期修繕計画、定期点
検等において活用が期待される

■各種シミュレーション・解析が
設計初期段階において可能（構
造・省エネ性能等）



３３D D ＣＡＤとＣＡＤとBIMBIM対応建築対応建築CADCAD
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意匠モデル
設備モデル

構造モデル

ＢＩＭ統合モデル

構造解析
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ＢＩＭデータ連携の要ＢＩＭデータ連携の要
IFCIFCとはとは



建物の形状だけでなく属性情報も伝達可能建物の形状だけでなく属性情報も伝達可能
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BIMデータの国際標準：IFC （Industry Foundation Classes）：
IAI(buildingSMART)が策定しているBIMデータの国際標準
国内外の主要ベンダーが入出力への対応に取り組む
・ BIM対応3D-CAD（意匠・設備・構造モデリング）
・ シミュレーションソフト（熱力学・構造解析・エネルギー解析など）

IFCは、2012年にISO化予定（ISO 16739）



IFCIFCが定義している主な情報が定義している主な情報

空間構造（敷地・建物・階・部屋・ゾーン）空間構造（敷地・建物・階・部屋・ゾーン）

建築要素（壁・ドア・窓・屋根・階段建築要素（壁・ドア・窓・屋根・階段……））

構造要素（基礎・鉄骨・鉄筋・解析モデル構造要素（基礎・鉄骨・鉄筋・解析モデル…… ））

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

ActorsActors（人間、組織、住所（人間、組織、住所……））

数量情報（長さ・面積・体積数量情報（長さ・面積・体積……））

4D4D・・5D5D情報（タスク・スケジュール・コスト・リソース）情報（タスク・スケジュール・コスト・リソース）

Abcd
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reeiuh

Hfije
ewku
ijijij
jhdfhb

幾何情報（幾何情報（2D2D・・3D3D・ソリッドモデル・ソリッドモデル……））

O/Nr A1263

2xAbcd   £ 26
3xafrgf    £ 42
1xaahds  £685
4xjhiu     £421

指示書（設計変更、購入指示、移動指示書（設計変更、購入指示、移動……））

外部ライブラリ・文書（外部ライブラリ・文書（URL, URIURL, URI））

保守履歴・保守履歴・配置管理配置管理

資産台帳、在庫資産台帳、在庫

Air Handling Unit

Boiler

Pump Set
[Physical

Association]

Preheater
Valves

Luminaires
[Spatial Association]

分類コード分類コード(DIN, BS, JIS(DIN, BS, JIS等のコードを格納）等のコードを格納）

ＦＭ

プロジェクト関連情報プロジェクト関連情報

設備要素（空調・電気・衛生機器・搬送設備要素（空調・電気・衛生機器・搬送……））

注記情報（通り芯・注記情報（通り芯・2D2Dシンボルシンボル……））

材質情報（仕上げ・層情報材質情報（仕上げ・層情報……））



ＩＦＣ策定の流れＩＦＣ策定の流れ

 IFC Release 1.0 (1997年1月)
 IFC Release 1.5 (1997年12月) 改良版
 IFC Release 1.5.1 (1998年7月) 改良版
 IFC Release 2.0 (1999年4月) 実証実験本格化
 IFC 2x (2000年10月) 改良版
 IFC 2x2 (2003年5月）スコープ拡大(設備・構造)
 ISO/PAS 16739 for IFC 2x Platform (2005年10月)
 IFC 2x3 (2005年12月) スコープ拡大(2D・建物要素等)
 IFC 2x3 TC-1(2007年7月) Technical Corrigendum 1
 IFC 2x4 (2008年秋予定) スコープ拡大(GIS等)
 IS化NWI開始(2008年春) IFC2x4ベース
 IFC 2x4 beta1,2,3, RC1, RC2（2010年10月）
 ISO 16739 CD (Committee Draft) 2011年6月
 IFC4 RC3 （2011年末）
 IS化 2012年予定 （ISO 16739）

ISO16739
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意匠・設備間の意匠・設備間のIFCIFCデータ連携の典型例データ連携の典型例

設備設計設備設計BIMBIMアプリケーションアプリケーション

IFC

設備（配管）の部分モデル設備（配管）の部分モデル

IFC
意匠（躯体）の部分モデル意匠（躯体）の部分モデル

意匠設計意匠設計BIMBIMアプリケーションアプリケーション
画像提供：株式会社画像提供：株式会社NYKNYKシステムズシステムズ

意匠・設備間の干渉チェック意匠・設備間の干渉チェック

意匠・設備間の干渉チェック意匠・設備間の干渉チェック



意匠・設備間の意匠・設備間のIFCIFCデータ連携の典型例データ連携の典型例

意匠設計意匠設計BIMBIMアプリケーションへ設備モデルをアプリケーションへ設備モデルをIFCIFCでインポートし、でインポートし、
設備オブジェクトの属性情報を表示している例設備オブジェクトの属性情報を表示している例

設備側からきた設備側からきたIFCIFCププ
ロパティセット情報ロパティセット情報

選択された設備選択された設備
オブジェクトオブジェクト

画像提供：株式会社画像提供：株式会社NYKNYKシステムズシステムズ



風環境シミュレーション風環境シミュレーション

Build Live Tokyo 2009 Part2



省エネ設計へのBIM活用事例

ArchiCAD EcoDesigner GREEN STAFF

Build Live Tokyo 2009 Part2



ガラス性能シミュレーションによる検証ガラス性能シミュレーションによる検証

外装材のバリエーションで、年間負荷計算およびPAL計算を行い、もっとも環境
配慮なものを選択。
外装材のバリエーションで、年間負荷計算およびPAL計算を行い、もっとも環境
配慮なものを選択。

Build Live Tokyo 2010



ヒートアイランド検証ヒートアイランド検証

Build Live Tokyo 2009 Part2



●演奏会仕様 （側壁ダブルスキン内の吸音カーテンを収納）

空席残響時間 1.69秒@500Hz

Odeonc 1985-2009   Licensed to: Fujita Corporation, Japan

音源位置

Odeon©1985-2009   Licensed to: Fujita Corporation, Japan

ホール音響解析
①座席設置形式

●講演会仕様 （側壁ダブルスキン内に吸音カーテンを設置）

空席残響時間 1.12秒@500Hz

P1

1
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Odeon©1985-2009   Licensed to: Fujita Corporation, Japan
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受音位置から音源を見たイメージ

Build Live Tokyo 2010

音響シミュレーション音響シミュレーション



設備設計・熱流体解析設備設計・熱流体解析

Team タスマニア, Build Live Kobe 2011



施工計画：施工計画：4D4D・・5D5Dシミュレーションシミュレーション

Team ORANGE ARK, Build Live Kobe 2011

３Ｄ＋4D（時間）＋５Ｄ（コスト）



ＢＩＭとＧＩＳのデータ連携ＢＩＭとＧＩＳのデータ連携

連続的な屋内・屋外モデル化の可能性連続的な屋内・屋外モデル化の可能性
BIMBIM・・GISGISと位置情報の活用と位置情報の活用



地理情報と地理情報とBIMBIMデータ統合データ統合

資料：buildingSMART Alliance, Dianne Davis

GIS

BIM

IFC



GIS BIM

ＢＩＭ・ＧＩＳデータ連携イメージＢＩＭ・ＧＩＳデータ連携イメージ

IFC

IFC

資料：buildingSMART International

建物情報モデル

街区・都市モデル
測量・地形モデル



ＢＩＭ・ＧＩＳデータ連携イメージＢＩＭ・ＧＩＳデータ連携イメージ

 ＢＩＭデータ(IFC)を地理情報システム(GIS)へデータ連携
 リアルタイム情報を統合可能

 建物設備情報（空調・照明・出入管理・防犯システム等）
 交通、気象など

IFC

KML

敷地
建物
階
壁
柱
スラブ
開口
設備

GML、CityGMLのような
標準へも変換可能



都市モデル 建物モデル街区モデル

ＢＩＭ・ＧＩＳデータ連携時の課題の一つLOD: 建物モデルの詳細度

2次元平面形状

高さ方向押し出し

高さ方向押し出し 3次元形状

建物要素屋上形状

buildingSMART(IAI)とOGC （Open Geospatial Consortium)によるBIM・GIS
データ連携実証プロジェクト開始（2008年）

ＢＩＭ・ＧＩＳデータ連携ＢＩＭ・ＧＩＳデータ連携

LOD (Level Of Detail) １ ４２ ３

資料：buildingSMART International



ＢＩＭ・ＧＩＳモデルの詳細度ＢＩＭ・ＧＩＳモデルの詳細度 LODLOD

参照： TAP Update on BIM for Design, AIA / BIM in the DoD-MHS, EcoBuild 2010

100. Conceptual
200. Approximate geometry
300. Precise geometry
400. Fabrication
500. As-built

LOD (Level Of Detail or Development)

モデル詳細度の基準の例

•AIAのLOD定義（E202）

•各国のBIMガイドライン

•地理情報システム(GIS)分野：都市・地
域・街区・敷地レベルにおける建物

BIMのLOD定義例

GISのLOD定義例



インフラへのＢＩＭ・ＧＩＳ活用インフラへのＢＩＭ・ＧＩＳ活用

参照：土木学会主催、IAI日本共催による「シールドトンネルのプロダクトモデルに関するセミナー」(2012年2月)

IAI日本土木分科会によるIFCシールドトンネルモデル提案

モデル情報＋位置情報 ＋計測情報→ 施工現場での活用



インフラへのＢＩＭ・ＧＩＳ活用インフラへのＢＩＭ・ＧＩＳ活用

参照：IAI日本 buildingSMARTシンガポール会議報告(2011年9月)

OpenInfraにおける道路維持管理で扱う情報の例

 OpenInfra

 フランスから提案(EGIS社が中心)

 今後buildingSMARTにおいてIFCを拡張する計画

 スコープ

 道路・橋梁などのインフラ分野に関するオブジェクトモデル

 主に維持管理・シミュレーション
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